
（
事
業
者
の
皆
さ
ま
）

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
に
つ
い
て

　
今
年
10
月
1
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
引

き
上
げ
の
際
に
は
、
軽
減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
、

税
率
８
％
と
10
％
、
双
方
の
商
品
を
取
り
扱
う
事
業

者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
業
者
を
支
援
す
る
た
め
に
、
国
に
お

い
て
軽
減
税
率
に
対
応
す
る
た
め
の
レ
ジ
や
受
発
注

シ
ス
テ
ム
、
請
求
書
の
発
行
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
改

修
・
導
入
に
対
す
る
補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
早
め
に
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

　http://kzt-hojo.jp/

　
ま
た
は

　
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
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　昨年12月の地区協議会で袴野地区活性化のための提案を行い、翌1月には、
地区を離れて生活されている方たちにも声をお掛けして、お昼ご飯を食べな
がらの『ランチミーティング（第一回）』を開催しました。その中で、住民の皆
さんに今後の取り組み案についての意見
を伺いました。
　この意見交換をスタートとして、地区
住民、村職員、地域おこし協力隊で力を
合わせ、外部との協力の輪も広げながら、

『楽しみのある取り組み』を目指します。
（大田）

vol.17南阿蘇村

被災集落再生プロジェクト「袴野地区再生へ向けて」

　1月17日に、「やさしい日本語講習会in南阿蘇村」を役場大会議室で行いました。
　「やさしい日本語」とは、外国人にもわかりやすいように簡単な表現や文法で表
す日本語のことです。例えば、「避難して」と伝えたいとき、「にげて」と表現すれば、
日本語に慣れていない外国人にも意味が理解しやすくなります。また、「はっき
り言う・さいごまで言う・みじかく言う（はさみの法則）」ことで、外国人にもわ
かりやすくなります。
　外国語が話せなくても、できることはあります。日本を訪れる外国人の中には、

「日本語を話したい」と思っている方もいて、私たちのほんの少しの工夫と思いや
りで、日本語でのコミュニケーションでもスムーズになります。それが、「やさ
しい日本語」です。
　講習会は、村内外の参加者と実践を交えながら、どういう日本語が伝わりにく
いか学んだり、自動翻訳ツールの紹介があったりと、ひとりひとりが今すぐでき
るインバウンド対策として非常に参考となりました。
　みなさんも南阿蘇村に来てくれた外国人観光客の方に、やさしい日本語でコ
ミュニケーションを始めてみましょう！（柚上・黄）

インバウンド対策プロジェクト「やさしい日本語でおもてなし」

講師に、日本語プロデューサー 吉開 
章 氏 を迎えて行われた講習会の様子

ワークショップの様子

最後は参加者の皆さんで集合写真！

　
地
域
に
元
気
を
取
り
戻
そ
う
と
い
う
想
い

の
も
と
、
1
月
22
日
に
下
田
地
区
公
民
館
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
熊

本
大
学
准
教
授
の
田
中
先
生
の
進
行
に
よ
り
、

集
ま
っ
た
地
域
住
民
は『
10
年
後
の
下
田
地

区
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
な
っ
て
い
る
』と
い

う
テ
ー
マ
で
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
活
発
に
意
見

を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
自
分

が
住
ん
で
い
る
地
区
に
つ
い
て
自
分
な
り
の

想
い
は
あ
っ
て
も
、
な
か
な
か
人
と
語
り
合

う
機
会
が
な
か
っ
た
様
子
の
皆
さ
ん
。
生
活

の
困
り
事
を
改
善
で
き
る
施
設
案
や
下
田
地

区
に
活
気
が
出
る
よ
う
な
自
由
な
意
見
が
数

多
く
出
て
お
り
、
自
分
た
ち
で
こ
の
地
区
を

盛
り
上
げ
て
い
こ
う
と
い
う
強
い
気
持
ち
が

伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
最
後
に
は
こ
の
会
の

名
称
を
考
え
、
皆
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
の
中
か

ら「
下
田
は
ど
う
会
!?
」に
決
定
し
ま
し
た
。

　
会
の
終
了
後
に
取
り
ま
と
め
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
は
、「
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
聞
け
て
良

か
っ
た
」、「
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
に
参
加

し
て
ほ
し
い
」、「
地
区
の
全
員
参
加
を
」と

い
う
声
が
非
常
に
多
く
、
こ
う
し
た
機
会
を

作
る
こ
と
の
重
要
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。

　
下
田
地
区
で
は
今
後
も
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
、
実
際
に
本
事
業
に
取
り
組
む
か

ど
う
か
を
決
定
し
ま
す
。
な
お
、
本
事
業
の

詳
し
い
内
容
は
、
次
世
代
定
住
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　 （
坂
本
）

 〈
問
い
合
わ
せ
〉

　
次
世
代
定
住
課
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直
訳
す
る
と「
作
業
場
」な
ど
と
言

わ
れ
て
お
り
、
講
義
の
よ
う
に
一
方
的

に
話
を
聞
く
の
で
は
な
く
、
少
人
数
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
一
人
ひ
と
り
が
発

言
し
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。
総
意
を

ま
と
め
る
必
要
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
で

出
た
全
て
の
意
見
が
そ
の
ま
ま
結
果
と

な
り
ま
す
。
普
段
話
さ
な
い
人
と
話
す

機
会
が
作
ら
れ
る
た
め
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
深
ま
り
や
す
く
、
ひ
と
つ
の

目
的
に
向
か
っ
て
の
共
同
作
業
は
一
体

感
や
達
成
感
を
実
感
し
や
す
い
と
い
っ

た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
大
事

な
決
ま
り
事
が
3
つ
あ
り
ま
す
。

①
他
人
を
否
定
し
な
い

②
人
の
話
を
ち
ゃ
ん
と
聞
く

③
自
分
の
言
葉
で
話
す

　
1
つ
目
、
一
見
し
て
考
え
ら
れ
な
い

よ
う
な
意
見
も
非
常
に
大
切
で
す
。「
そ

れ
は
な
い
よ
」で
は
な
く「
そ
れ
は
す

ご
い
ね
」と
肯
定
で
受
け
止
め
ま
し
ょ

う
。

　
2
つ
目
、
相
手
が
何
を
想
い
発
言
し

て
い
る
の
か
理
解
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
3
つ
目
、
発
言
を
着
飾
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
思
っ
た
こ
と
を
素
直
に
発

言
し
て
く
だ
さ
い
。

　
南
阿
蘇
村
へ
の
移
住
定
住
を
促
進
さ

せ
、
且
つ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を

再
生
さ
せ
る
た
め
に
、
地
域
住
民
が
主

体
と
な
り
行
政
と
協
働
し
、
積
極
的
に

地
域
再
生
に
取
り
組
む
事
業
で
す
。

平
成
30
年
10
月
1
日
施
行

専
任
集
落
支
援
員
だ
よ
り

南
阿
蘇
村
地
域
再
生（
移
住
定
住
促
進
）モ
デ
ル
地
区
指
定
事
業

■
地
域
活
性
化
に
向
け
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

Vol.1
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ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
っ
て
何
？

地
域
再
生（
移
住
定
住
促
進
）

モ
デ
ル
地
区
指
定
事
業
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